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読み取った内容は「自分の言葉」で表現

ま
と
め

投票の結果を閲覧しながら、ファシズムの考えは、現在でも魅力的
にうつる部分もあること、それがどのような危険性をはらんでいるの
かということを理解する。

ICTを活用することで個人の作業をクラス全体で共有することが格段に効率的になった。提出された解答を次々と画面に
表示することで、個々の解答の小さな差異を比べたり、生徒ごとの工夫にも気づきやすくなり、教員は同じコメントを何回もす
る必要がなくなる。今回の授業では史料の読み取りを抜き書きではなく、自分の言葉でとらえなおした点が良かったと思う。
解答をみると、内容をどれほど理解しているかが一目瞭然であった。また、読み取った内容への賛否を色分けで聞いたこと
も、クラス全体の考えの傾向が視覚的にはっきりとわかり効果的であった。

「ファシズムの台頭」を一斉授業で学習したあと、史料『我が闘争」を読み考える。一斉授業で学習した「民主主義の否定」
とはどういうことなのかを史料の読み取りをもとに、自分の言葉でとらえなおし、理解を深める。

導
入

第１次世界大戦の結果を確認し、1920年代にイタリアとドイツで
ファシズムが台頭した過程を理解する。

教科書の内容を説明する時間を短くするため
に、板書はプロジェクターによる投影にし、ポイ
ントを簡潔にまとめた。
史料を読んで自分の言葉でとらえなおした内
容をロイロノートで提出させることで、表現の仕
方の違いや過不足を生徒どうしで確認して共
有できる。また、自分の言葉でまとめなおすの
が難しい生徒には、早く提出できた生徒の解
答を見せることで作業のヒントとなる。
続いて、史料で述べられたファシズムの考え
への賛否を同じくロイロノートで提出させた。賛
成できる人は青色、おかしいと思う人は赤色の
シートを提出させて共有すると、クラスで多数
派の考えが一瞬で視覚的にとらえられる。

展
開

史料『我が闘争』の抜粋から、①ヒトラーが民主主義の何が良くな
いと言っているのか、②ヒトラーはどのような指導者が理想だと考え
ているのか、を各自で読み取り、自分の言葉でまとめなおす。それを
ロイロノートを使って共有する。さらに、「ヒトラーの理屈に共感できる
か」の賛否を投票し、ロイロノートで共有する。

意外に多くの生徒がファシズムに共感（青）している

結果も一目瞭然

Chromebook ロイロノート

プロジェクター PowerPoint

地理歴史

【『我が闘争』から読み取った内容を共有し理解を深める授業】世界史B

『ファシズムの台頭』

活用場面

学習のねらい

学習の流れ ココでＩＣＴを活用！

活用のメリット、実践の工夫・振り返り等

活用した機器等 活用したアプリ等


